
平成 30 年４月 12 日広報いわてまちNo.706 ／ 23 ／平成 30 年４月 12 日広報いわてまちNo.706

郷
土
の
愛
情
に
育
ま
れ
１
２
７
年

水
堀
小
の
誇
り
未
来
へ

水
堀
小
の
誇
り
未
来
へ

　

水
堀
小（
川
村
恵
子
校
長
、児
童
31
人
）の
閉
校
に
伴
う
、閉
校
記
念
式
典
と
思
い
出
を
語
る
会
は

３
月
24
日
、同
校
の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、在
校
生
や
卒
業
生
、歴
代
の
学
校
関
係
者
や
地
域
住
民

ら
約
３
０
０
人
が
郷
土
の
深
い
愛
情
と
と
も
に
歩
ん
だ
同
校
の
閉
校
を
惜
し
み
つ
つ
、子
ど
も
た

ち
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
願
い
、地
域
の
前
進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

明
治
23
年
に
御
堂
簡
易
小
と
し

て
開
校
し
た
同
校
は
、昭
和
22
年

に
水
堀
小
に
改
称
さ
れ
、１
２
７

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
水
堀
地
区

の
教
育
の
推
進
や
地
域
活
動
に
貢

献
し
、３
６
８
５
人
の
卒
業
生
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
の
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、

平
成
20
年
か
ら
複
式
学
級
で
の
授

業
が
開
始
さ
れ
、全
校
児
童
数
は

31
人
に
ま
で
減
少
。
町
は
、保
護

者
や
地
域
と
の
学
校
再
編
懇
談
会

を
経
て
、平
成
29
年
度
を
も
っ
て

沼
宮
内
小
と
の
統
合
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、民
部
田
幾
夫
町
長

が「
地
域
と
共
に
歩
ん
だ
水
堀
小
。

将
来
を
担
う
児
童
が
た
く
ま
し
く

◇◇  

水
堀
小
の
歴
史
◇

水
堀
小
の
歴
史
◇

▼
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）

　

２
月　

御
堂
簡
易
小
を
創
立
、
開
校

　

10
月　

水
堀
尋
常
小
と
改
称

▼
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）

　

４
月　

高
等
科
を
併
設
し
、
水
堀
尋

　
　
　
　

常
高
等
小
と
改
称

▼
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）

　

６
月　

水
堀
国
民
学
校
と
改
称

▼
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）

　

４
月　

水
堀
小
と
改
称
し
、
水
堀
中

　
　
　
　

を
併
設

▼
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）

　

４
月　

豊
岡
分
校
を
設
置

▼
昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）

　

９
月　

御
堂
分
校
を
開
校

▼
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）

　

４
月　

豊
岡
分
校
が
豊
岡
小
に
独
立

▼
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）

11
月　

朽
木
冬
季
分
校
を
開
校

▼
昭
和
44
年
（
１
９
６
９
）

　

11
月　

創
立
80
周
年
を
迎
え
る

　
　
　
　

在
籍
児
童
数
は
同
校
最
高
の

　
　
　
　

３
９
４
人

▼
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）

　

４
月　

水
堀
中
が
沼
宮
内
中
と
合
併

▼
昭
和
48
年(

１
９
７
３
）

　

10
月　

朽
木
分
校
を
廃
止

▼
昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）

　

４
月　

豊
岡
小
と
統
合

▼
平
成
２
年
（
１
９
９
０
）

　

２
月　

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

▼
平
成
９
年
（
１
９
９
７
）

　

３
月　

現
在
の
校
舎
が
完
成

▼
平
成
12
年
（
２
０
０
０
）

　

７
月　

リ
バ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
結
成

　
　
　
　

宮
城
県
吉
浜
小
と
交
流
開
始

▼
平
成
16
年
（
２
０
０
４
）

　

８
月　

第
26
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年

　
　
　
　

団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
男
子

　
　
　
　

の
部
優
勝

▼
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）

　

11
月　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
長

　
　
　
　

団
体
表
彰
受
賞

▼
平
成
28
年
（
２
０
１
４
）

　

８
月　

水
資
源
功
績
者
国
土
交
通
大

　
　
　
　

臣
表
彰
受
賞

　

９
月　

い
わ
て
ユ
ネ
ス
コ
科
学
賞
受

　
　
　
　

賞

▼
平
成
29
年
（
２
０
１
７
）

　

８
月　

第
39
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年

　
　
　
　

団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
女
子

　
　
　
　

の
部
優
勝
（
沼
宮
内
小
と
の

　
　
　
　

合
同
チ
ー
ム
）

　

12
月　

環
境
省
「
水
・
土
壌
環
境
保

　
　
　
　

全
活
動
功
労
者
表
彰
」
受
賞

▼
平
成
30
年
（
２
０
１
８
）

　

３
月　

水
堀
小
を
閉
校

　
　
　
　

閉
校
記
念
式
典
、
思
い
出
を

　
　
　
　

語
る
会
を
開
催

前
進
で
き
る
よ
う
、勉
学
、ス
ポ
ー

ツ
、文
化
活
動
へ
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
、地
域
の
皆
さ
ん
の
力
強
い

協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
地
域
が
支
え
た
輝
か
し
い
伝

統
は
、こ
れ
か
ら
も
脈
々
と
引
き

継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
後
も
水
堀
地
区
の
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
す
る
姿
を
見
守
っ
て
ほ
し

い
」と
感
謝
の
思
い
を
込
め
て
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

川
村
校
長
は「
明
る
く
元
気
に

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
児
童

と
、熱
心
な
保
護
者
、心
温
ま
る
地

域
の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
、恵
ま
れ

た
環
境
の
中
で
教
員
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
て
幸
せ
。
リ
バ
ー

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ

と
は
全
校
31
人
の
意
欲
に
つ
な

が
っ
た
。
ゆ
は
ず
の
泉
の
一
滴
が

広
い
北
上
川
の
流
れ
と
な
る
よ

う
に
、児
童
の
皆
さ
ん
に
は
周
り

に
良
い
影
響
を
与
え
ら
れ
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
新
し
い
環
境
で

も
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
、人
の

良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ら
れ
る
思

い
や
り
を
持
っ
て
、し
っ
か
り
一

歩
一
歩
、前
へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
過
ご
し
た
日
々
に
思
い

を
巡
ら
せ
な
が
ら
、31
人
の
全
校

児
童
を
代
表
し
て
中
居
愛
斗
君

（
６
年
）が
込
み
上
げ
る
思
い
と
と

も
に
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
、全
校

児
童
が
声
を
そ
ろ
え
て「
あ
り
が

と
う
、水
堀
小
学
校
」と
感
謝
の
思

い
を
言
葉
に
し
、体
育
館
に
響
か

せ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、閉
校
記
念

碑
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
、同
校

の
校
門
そ
ば
に
建
て
ら
れ
た
石
碑

を
披
露
。
長
い
歴
史
の
中
で
歌
い

継
が
れ
て
き
た
校
歌
を
刻
ん
だ

石
碑
を
前
に
、参
加
者
ら
は
そ
の

時
々
の
思
い
出
を
胸
に
校
歌
を
斉

唱
し
、思
い
出
の
学
び
や
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。

地
域
が
支
え
た
輝
く
伝
統

地
域
が
支
え
た
輝
く
伝
統

思
い
や
り
育
ん
だ
水
堀
小

思
い
や
り
育
ん
だ
水
堀
小

　僕たちにとって水堀小は、楽しくて温かくて、
とても大切な学校です。北上川をはじめとした豊
かな自然に囲まれたこの学校で、友達や先生と出
会い、勉強はもちろん、友達の大切さなどたくさ
んのことを学びました。世代は違っても、卒業生
一人一人の心に楽しい思い出があるはずです。
　閉校は寂しいけれど、水堀小は僕たちの思い出
として、学んだ力となって、ずっと在り続けます。
難しいことや苦しいことがあっても、ここで学ん
だことに誇りと自信を持ち、真っすぐに未来を見
つめて進んでいきます。新しい学校での僕たちの
頑張りを水堀小が見守ってくれていると信じてい
ます。僕たちの水堀小をいつまでも忘れません。
ありがとう、水堀小学校。

楽しくて、温かくて、とても大切な学校楽しくて、温かくて、とても大切な学校
ここで学んだことに誇りを持ち未来へ―ここで学んだことに誇りを持ち未来へ―

児童代表児童代表

中中
な か いな か い

居居  愛愛
ま な とま な と

斗斗  君君
（水堀小６年）（水堀小６年）

①、②水堀小で過ごした小学校生活に思いをはせ校
歌を歌う児童と関係者の皆さん　③同校の卒業生で
もある民部田幾夫町長が式辞を述べる　④川村恵子
校長から町に校旗が返還されました

①②③

④


